
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な

ま
ち
づ
く
り
」の
時
代
が
来
た

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（W

ell‒ being

）

と
は
、
身
体
的
、
精
神
的
及
び
社
会
的
に

心
が
良
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。
こ

の
言
葉
に
は
70
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。

国
際
公
共
政
策
の
分
野
で
こ
の
言
葉
が
最

初
に
認
知
さ
れ
た
の
は
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
憲
章
が
１
９
４
６
年
に
制
定

さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
憲
章
の
前

文
に
、
健
康
の
定
義
と
し
て
「
健
康
と
は
、

病
気
で
な
い
と
か
、
弱
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
肉
体
的
に
も
、
精
神

的
に
も
、
そ
し
て
社
会
的
に
も
、
す
べ
て

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は

知
的
か
つ
経
験
的
な
人
生
の
評
価
ま
で
を

含
ん
だ
概
念
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
の
ひ
と
つ
に
、「
普
通

に
暮
ら
す
ひ
と
が
よ
り
幸
せ
に
な
る
」
を

実
践
す
る
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
が
こ
の

20
年
来
台
頭
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
分
野
で
は
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
職
場
や

家
庭
で
の
成
功
や
人
生
の
満
足
度
を
決
め

る
鍵
と
な
る
と
い
う
研
究
成
果
が
２
０
０

世
界
的
潮
流
と
な
っ
た

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
政
策
作
り

が
満
た
さ
れ
た
状
態
（W

ell‒being

）

に
あ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
」（
日
本
Ｗ
Ｈ

Ｏ
協
会
訳
）
と
記
さ
れ
た
の
だ
。
ま
た
、

国
際
機
関
の
ひ
と
つ
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

「
人
々
が
自
ら
の
人
生
及
び
経
験
に
対
す

る
心
理
的
反
応
に
つ
い
て
行
う
、
肯
定
的

ま
た
は
否
定
的
な
評
価
す
べ
て
を
含
む
、

良
好
な
心
の
状
態
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　

だ
か
ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
大
ま

か
に
、
個
人
の
「
心
の
幸
せ
」「
良
い
あ
り

方
」
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

短
期
的
な
ウ
キ
ウ
キ
し
た
感
情
を
主
に
指

す
幸
福
（
ハ
ピ
ネ
ス
）
よ
り
も
広
い
、
認

０
年
代
に
入
り
、
続
々
と
発
表
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
米
国
で
は
特

に
、
２
０
０
１
年
か
ら
始
ま
っ
た
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
及
び
イ
ラ
ク
へ
の
米
軍
の
派
兵

が
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
言
葉
に

大
き
な
注
目
を
集
め
る
契
機
に
な
っ
た
。

紛
争
地
域
で
強
い
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ

た
帰
還
将
兵
と
そ
の
家
族
の
メ
ン
タ
ル
問

題
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
会
の
創
設
者
の
ひ
と
り

で
あ
る
元
・
全
米
心
理
学
会
会
長
の
セ
リ

グ
マ
ン
・
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
教
授
が

２
０
０
８
年
に
米
陸
軍
と
共
同
で
、「
包

括
的
兵
士
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）」
と

叡
啓
大
学
ソ
ー
シ
ャ
ル
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
学
部
長
・
教
授

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
特
別
招
聘
教
授

保
井
俊
之

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
政
策
の
政
策
目
標
の
中
心
に
置
く
。
こ
の
動
き
は
こ
こ
数
年
、
主

要
先
進
国
の
中
央
政
府
及
び
自
治
体
で
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
、国
が
打
ち
出
し
た
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

構
想
」
の
政
策
目
標
の
ひ
と
つ
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
言
葉
が
大
き
な

脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
背
景
に
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
、
本
格
的
な

政
策
シ
フ
ト
を
長
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
が
自
治
体
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
何
か
、
そ

し
て
政
策
変
化
が
求
め
ら
れ
る
背
景
と
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
長
い
タ
イ
ム
ス
パ
ン
と
広
い
視
野
で
俯
瞰
し
て
み
よ
う
。

│
│
居
住
先
と
し
て
選
ば
れ
る
自
治
体
に
な
る
た
め
に

やすい・としゆき
2022年に開学したチェンジリーダー育
成の22世紀型大学の叡啓大学の唯一
の学部、ソーシャルシステムデザイン学
部の初代学部長・教授。東大卒、財務
省・金融庁等の主要ポストを経て、官
民ファンドＲＥＶＩＣ常務、国際金融機関
ＩＤＢの日本ほか５か国代表理事等を歴
任。博士（学術）。2008年から慶應義塾
大学大学院で教鞭をとる。米ＰＭＩ・ＰＭ
Ｐ。ウェルビーイング学会監事、地域活
性学会理事兼学会誌編集委員長、ＰＭＩ
日本支部理事、日本創造学会評議員。
専門はウェルビーイング、社会システム
デザイン、地域活性化、金融・通貨。
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に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
」
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の

方
針
」
に
お
い
て
、
政
府
の
各
種
の
基
本

計
画
等
に
つ
い
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に

関
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
30
を
超
え
る
各
省
庁
の
基
本

計
画
等
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
関
連
指
標

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
２
０
２

１
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
科
学
技
術
基

本
計
画
」
は
「
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な
幸

せ
（W

ell‒ being

）
が
実
現
で
き
る
社
会
」

を
政
策
目
標
に
定
め
、
同
年
７
月
に
は

「W
ell‒ being

に
関
す
る
関
係
府
省
庁
連

絡
会
議
」
が
政
府
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

国
際
機
関
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
２
０
１

８
年
に
公
表
し
た
「
２
０
３
０
年
に
向
け

た
学
習
枠
組
み
」
で
、
教
育
の
価
値
を
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
置
き
、
こ
の
枠
組
み

の
達
成
の
た
め
の
教
育
制
度
改
革
を
加
盟

各
国
に
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

２
０
１
５
年
に
国
連
総
会
で
合
意
さ
れ
た

国
連
の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」
で
は
、
目
標
３
の
「
す
べ
て
の

人
に
健
康
と
福
祉
を
」
で
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
向
上
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

こ
こ
で
福
祉
と
訳
さ
れ
て
い
る
言
葉
の
原

語
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
、
職
場
や
家
庭
に
お

け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
は
、
い

ま
や
世
界
的
な
政
策
目
標
に
な
っ
て
い
る

と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

　

自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
動
き
も
盛
ん
だ
。

多
く
の
自
治
体
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

政
策
目
標
に
掲
げ
よ
う
と
、
検
討
を
始
め

て
い
る
。
例
え
ば
富
山
県
は
、
２
０
２
１

年
８
月
に
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
『
幸
せ
人

口
１
０
０
０
万
〜
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
先

進
地
域
、
富
山
〜
』
を
公
表
し
、
成
長
戦

略
の
六
つ
の
柱
の
筆
頭
に
「
真
の
幸
せ

（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
戦
略
：
人
を
集

め
て
出
入
り
を
活
性
化
し
、
も
っ
と
幸
せ

な
富
山
を
目
指
す
」
を
掲
げ
て
い
る
。
ま

た
福
岡
市
は
、「
暮
ら
し
の
満
足
度
の
向

上
」
と
「
持
続
可
能
な
環
境
・
社
会
・
経

済
」
の
実
現
を
目
指
し
、
全
国
で
初
め

て
、
勤
労
者
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む

事
業
者
を
市
役
所
に
登
録
す
る
制
度
を
２

０
２
２
年
４
月
に
開
始
し
た
。
こ
の
制
度

は
「
福
岡
市W

ell‒ being &
 SD
Gs

登

録
制
度
」
と
呼
ば
れ
、
福
岡
の
勤
労
者
の

幸
福
度
向
上
を
直
接
目
指
す
政
策
で
あ

る
。
さ
ら
に
横
浜
市
は
、
２
０
２
２
年
12

月
に
策
定
し
た
新
し
い
中
期
計
画
で
、
目

指
す
都
市
像
に
関
す
る
三
本
柱
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
暮
ら
し
や
す
く
誰
も
がW

ell‒
being

を
実
現
で
き
る
ま
ち
」を
掲
げ
た
。

自
治
体
で
加
速
す
る「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を
政
策
目
標
に
」

肩
を
押
し
た
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想

　

こ
の
流
れ
を
加
速
し
た
の
が
、
内
閣
官

房
、
デ
ジ
タ
ル
庁
、
及
び
内
閣
府
地
方
創

生
推
進
室
が
連
携
し
て
２
０
２
０
年
か
ら

進
め
て
い
る
、
国
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
・

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
で
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
は
、
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
に
よ

り
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
持
続
可
能
な

環
境
・
社
会
・
経
済
を
実
現
し
て
い
く
ま

ち
づ
く
り
の
構
想
で
あ
る
。
そ
の
ま
ち
に

住
む
地
域
住
民
が
参
画
し
、
住
民
目
線
で

２
０
３
０
年
頃
に
実
現
さ
れ
る
未
来
社
会

を
先
行
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

２
０
２
１
年
に
は
31
の
自
治
体
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
提
案
が

な
さ
れ
た
。
そ
の
提
案
の
中
に
は
、
例
え

ば
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
よ
う
に
、「
世
界
一

W
ell‒ being

が
高
い
ま
ちK

am
akura

の
実
現
」
を
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
と
し

て
掲
げ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

な
お
デ
ジ
タ
ル
庁
は
本
構
想
を
進
め
る

に
当
た
り
、（
一
社
）
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
と
と
も
に
、
市
民

の
幸
福
感
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
標

（
Ｌ
Ｗ
Ｃ
指
標
）
を
策
定
し
、
自
治
体
が

自
由
に
活
用
で
き
る
指
針
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

イ
ン
フ
ラ
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
偏
り

が
ち
で
、
街
全
体
が
目
指
す
価
値
観
や
目

的
な
ど
が
十
分
に
整
合
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
反
省
に
立
っ
て
い
る
。

呼
ば
れ
る
１
１
０
万
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
及
び
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
心
の
ス
ト
レ

ス
耐
性
）
確
保
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し

た
の
だ
。
こ
の
試
み
は
、
米
国
政
府
が
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
基
づ
く
政
策
立
案
を

本
格
的
に
実
施
す
る
さ
き
が
け
と
な
っ
た
。

　

米
国
に
先
駆
け
、
２
０
０
０
年
代
か
ら

政
府
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
及
び
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
に
つ
い
て
、
特
色
あ
る
政
策
展
開

を
行
っ
て
い
た
の
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
学
校
で

の
学
生
・
児
童
の
い
じ
め
防
止
が
喫
緊
の

課
題
だ
っ
た
時
期
が
あ
る
。
政
府
は
こ
の

問
題
に
対
処
す
る
た
め
、「
国
家
学
校
安

全
枠
組
み
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
）」
を
策
定
し
、
学

生
・
児
童
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
及
び
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
を
推
進
し
た
。
さ
ら
に
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
２
０
１
９
年

に
世
界
で
初
め
て
、
国
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
体
系
立
て
て
勘
案
し
予
算
を
組

む
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
予
算
」
の
編
成

を
開
始
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
政
府
は
、
政
府
の
中
期
計
画
「
国
家

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
枠
組
み
（
Ｎ
Ｐ
Ｆ
）」

を
２
０
１
８
年
に
大
幅
に
拡
充
し
、
多
く

の
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
関
連
指
標

を
同
枠
組
み
に
盛
り
込
ん
だ
。

　

日
本
政
府
も
２
０
２
０
年
及
び
翌
21
年

「
骨
太
の
方
針
」に

盛
り
込
ま
れ
る

誰もが幸せを実感できる地域へ
～ウェルビーイングなまちづくり

特
集
１

GovernanceGovernance1515 May   2023May   2023



　

こ
の
指
標
の
活
用
に
よ
り
、
地
域
の
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
に
当
た
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
価
値
観
や
目
的
を
ま
ち
づ
く

り
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
す
り
合
わ
せ
、

お
互
い
に
連
携
を
図
る
こ
と
が
意
図
さ
れ

て
い
る
。

　

Ｌ
Ｗ
Ｃ
指
標
は
、
①
筆
者
ら
が
開
発
に

関
与
し
た
地
域
生
活
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
指
標
（
10
因
子
）、
②
協
調
的
幸
福
指

標
（
７
因
子
）、
③A

ctiveQ
oL

指
標

（
10
因
子
）、
④
セ
ン
シ
ュ
ア
ス
・
シ
テ
ィ

＋
寛
容
性
指
標
（
７
因
子
）、
及
び
⑤
暮

ら
し
や
す
さ
指
標
（
22
因
子
）
の
、
計
56

因
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
因
子

の
多
く
が
市
民
生
活
に
お
け
る
主
観
的
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
す
る
も
の
で
、
従

来
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
の
イ
ン
フ
ラ
中
心
の

整
備
指
標
と
は
大
い
に
趣
を
異
に
し
て
い

る
。
さ
ら
に
Ｌ
Ｗ
Ｃ
指
標
は
自
治
体
間
の

得
点
の
優
劣
を
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
ど
の
因
子

が
最
も
市
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
向

上
さ
せ
る
の
か
、
対
話
を
通
じ
た
ス
ト
ー

リ
ー
作
り
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
進
め
る
ツ

ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
る
。

　

自
治
体
に
よ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
志

向
の
地
域
政
策
の
出
現
は
、
決
し
て
最
近

の
流
行
現
象
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ

政
策
シ
フ
ト
の
背
景

50
年
間
に
わ
た
る
日
本
の
ま
ち
づ
く
り
及

び
地
域
活
性
化
政
策
の
系
譜
と
変
遷
を
踏

ま
え
た
、
地
域
へ
の
長
期
的
な
社
会
イ
ン

パ
ク
ト
を
見
据
え
た
政
策
シ
フ
ト
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
活
性
化
政
策
の
多
く
は
、
地
域
で
の

物
質
的
な
経
済
成
長
を
志
向
し
た
イ
ン
フ

ラ
建
設
中
心
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
し
か
し
、
地
域
の
産
業
誘
致
及
び
産

業
振
興
に
基
づ
く
経
済
成
長
路
線
は
、
地

域
住
民
の
地
域
及
び
行
政
に
対
す
る
満
足

度
を
上
げ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
経

済
学
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
イ
ー
ス
タ
リ
ー
ら

が
か
つ
て
、
所
得
と
幸
福
度
は
ほ
と
ん
ど

相
関
し
な
い
と
い
う
事
実
を
「
幸
福
の
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
呼
ん
だ
も
の
に
よ
く
似

て
い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
も
第
二
次
大
戦
後
ず
っ

と
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
と
生
活

満
足
度
に
は
相
関
が
見
ら
れ
な
い
。
世
界

的
比
較
で
み
て
も
、
世
界
幸
福
度
調
査
ラ

ン
キ
ン
グ
の
上
位
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
じ

め
北
欧
諸
国
が
占
め
る
一
方
、
日
本
は
２

０
２
２
年
に
54
位
と
、
そ
の
経
済
水
準
に

比
べ
て
国
民
の
幸
福
度
は
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

　

地
域
の
経
済
成
長
一
辺
倒
に
よ
る
地
域

政
策
立
案
の
時
代
は
、
前
世
紀
の
う
ち
に

地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

定
量
化
す
る
動
き

終
焉
し
た
。
さ
ら
に
２
０
１
０
年
代
も
半

ば
に
な
る
と
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と

い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
地

域
の
あ
ち
こ
ち
で
い
わ
ゆ
る
「
無
縁
社

会
」
が
到
来
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
し

て
、
外
か
ら
何
か
を
誘
致
し
て
地
域
の
経

済
成
長
を
図
る
と
い
う
よ
り
は
、
衰
退
す

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
回
復
す
る

こ
と
に
多
く
の
政
策
努
力
が
注
が
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
地
域
住
民
の
多
く
は
、
過

疎
と
少
子
高
齢
化
で
ぶ
つ
ぶ
つ
と
切
れ
そ

う
に
な
っ
て
い
る
、
地
域
で
の
つ
な
が
り

の
強
化
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
声
は
科
学
的
知
見
に
裏
付
け
さ
れ

て
い
る
。
多
く
の
学
術
研
究
が
、
住
民
相

互
の
つ
な
が
り
の
増
大
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
向
上
と
相
関
す
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
筆
者
ら
の
研
究
で
も
、
雇
用
と
環

境
配
慮
の
地
域
政
策
と
と
も
に
、
地
域
活

動
と
地
域
愛
着
の
高
さ
が
地
域
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
と
強
い
相
関
を
持
つ
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
地
域
で

は
、「
安
全
に
一
人
で
ま
ち
を
歩
け
る
」

「
夜
怖
い
目
に
遭
わ
な
い
」
な
ど
の
安
心

安
全
要
因
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
相
関

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

自
然
と
の
頻
繁
な
触
れ
あ
い
は
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
と
相
関
す
る
と
い
う
研
究
結
果

も
あ
り
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
を
意

図
し
た
環
境
政
策
が
企
画
立
案
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
自
治
体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
政
策
の
ニ
ー
ズ
を
背
景
に
、
自
治
体

が
幸
福
度
指
標
な
ど
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

指
標
を
作
成
す
る
例
も
２
０
１
０
年
代
に

入
っ
て
増
加
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
の

新
潟
市
、
２
０
１
１
年
の
京
都
府
と
札
幌

市
を
皮
切
り
に
、
２
０
２
０
年
の
岩
手
県

ま
で
21
を
数
え
、
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
自
治
体
が
共
同
で
、
幸
福
度
指
標
の

作
成
に
取
り
組
む
例
も
出
て
き
て
い
る
。

例
え
ば
、
東
京
都
荒
川
区
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
が
事
務
局
と
な
り
、「
住
民
の
幸
福
実

感
向
上
を
目
指
す
基
礎
自
治
体
連
合
」
が

２
０
１
３
年
に
発
足
し
、
96
の
基
礎
自
治

体
が
加
盟
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、
地
方
移
住
、
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
多
地
域
居
住
に
脚
光

が
当
た
る
よ
う
に
な
り
、
自
治
体
の
誘
致

合
戦
も
過
熱
し
て
い
る
。
筆
者
ら
が
パ
ー

ソ
ル
総
研
と
行
っ
た
共
同
研
究
に
よ
る
と
、

多
地
域
居
住
志
望
者
の
居
住
地
選
択
は
、

そ
の
ま
ち
で
体
験
で
き
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
と
相
関
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
政
策
は
今
や
、

関
係
人
口
増
や
人
口
流
出
防
止
な
ど
の
地

域
活
性
化
政
策
の
か
な
め
に
な
っ
た
観
が

あ
る
。
こ
の
流
れ
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
で
自
治
体

が
選
ば
れ
る
時
代
に
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